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今回参加させて頂いた韓国木浦大学校短期研修では、語学をはじめ、「文化」と一纏め

にするには難しいほど多様な韓国の昔と今を体感できました。 

一日目は、研修に参加したメンバーの人たちと初めて顔を合わせた日でもありました。韓

国で研修を行う上で心配だったのが、日本人同士ばかりで行動して韓国の人々と交流を深

められるかということだったのですが、今振り返れば先輩後輩関係なくコミュニケーショ

ンをとることによって、何気ない会話から自分の気付かなかった韓国の特徴や日本との違

いを知ることにつながったので共に過ごせた時間は決して無駄ではなかったと感じまし

た。また、日本人同士でも違う価値観・違う知識量でこの研修に臨んでいたため、情報交

換や教え合いが後にとても役立ちました。夜に集まってくれたチューターさん方も、日本

語が堪能で、積極的にコミュニケーションを図ってくださ

ったので、語学に対する不安もすぐに薄れていきました。 

 二日目、朝ごはんを食べに行った食堂韓で国の食文化を

感じることができました。日本の食事の基本の形式は一汁

三菜ですが、韓国はメインがスープであることも少なくな

いうえ、副菜が多く、キムチやトウガラシなどの辛みのあ

るものは必須で何より野菜を多く摂取できるメニューがほ

とんどでした。単に「辛い」のイメージだけ持っていた私

にとっては新鮮な光景でした。全羅南道の庁舎訪問では、

全羅南道の説明と提携の活動等をお話ししていただき、VR体験をしました。お忙しい中

温かく迎えて頂いて、名物の梅のお茶をいただきながら有意義な時間を過ごすことができ



ました。高知県との提携をとても大切にしてくれて

いて、テレビで頻繁に報道される日韓関係の危機は

あくまで政治関係のバランスの崩れによる産物であ

り、それを受けて「韓国は危ない」と決めつけるの

は安直な判断だと考えました。庁舎の展望台に上る

と、街の様子が一望できました。垣根のない街、立

ち並ぶ集合住宅、伝統的な建物の面影も残る風景が

今の全羅南道の在り方を示しているように感じました。次に向かった先のドラッグストア

やショッピングモール、コンビニでは１＋１などのおまけの仕組みが多くあり、日本とは

少し違う消費者の注意の惹き方の工夫があって面白いと感じました。 

 三日目の韓国語の授業は、英語時々韓国語で説明のあと、発音練習や音の組み合わせの

仕組みを学び、グループで分からない発音や単語を教えてもらうという形で進んでいきま

した。先生が韓国語で説明した時もチューターさんが日本語で訳してくれたので不安はあ

りませんでした。木浦大学校の皆さんと同じグループの先輩方のおかげで楽しんで韓国語

を学べる贅沢な環境が整っていました。出前の食事やチヂミ、昆虫食など、一般的な食文

化の形と味も経験できた日でした。食事は大人数で囲むものが多く、食後すぐにカフェに

行くなど、人との時間を大切にする食事の仕方だと考えました。 

 四日目は霊岩農業博物館で韓服体験とトッカルビ作りを体験したあと、紙の工芸とオラ

ンダのお菓子の料理を体験しました。建物自体も伝統的な造りだ

ったので、より臨場感あふれる体験ができました。農業は日本の

農家と同じような暮らしがうかがえたので当時の状況が想像に難

くありませんでした。元々料理やモノ作りに興味がある私にとっ

て、この日体験したことは自分のアイディアの引き出しが増える

きっかけにもなりました。 

 五日目は韓国語と韓国文化特講の授業でした。韓国語も単語を早く発音する練習や自己

紹介のフレーズなど内容が発展していき、少しでも自分の成長が感じられたので自信をも

って韓国語の学習を続けようと思える授業でした。文化特講では政治や教育、現代文化の

実態をお話ししていただきました。韓国語の勉強に使えそうだなと思うトピックから日本

の教育の日本が昔韓国にしたことをあまり表立って

教えないこと等改めるべきところまで、講義の中で

細かな気付きが得られました。 

 六日目は共生園を訪問しました。旧舎は田内千鶴

子さんの記念館となり、新しい建物で子供たちがの

びのびと生活していました。そこで暮らす人々は皆

千鶴子さんを尊敬し、愛していました。日本人の記

念植樹が数多くあって、この場所の存在は日韓の友



情を途絶えさせない希望になっているのだと感じました。ユダル山に登った時、木浦が一

望できました。海に面したその街の様子は現代の建物や交通機関がありつつも日本との戦

争の歴史の影ものこっていて、まさに木浦の昔と今を融合した姿を見せていました。 

 七日目は光州へ向かいました。木浦より中心寄りの光州は都会的な町でした。現代の建

物や音楽、アートや社会風刺芸術などの多様なアジア文化を展示している博物館で様々な

文化の表現方法とそれが訴えるものを見ました。不安定に揺れる社会に対する不安と批判

を表現するものが多く、どの国も同じ課題を抱える部分があるのだと感じました。また、

たくさんのお店が立ち並ぶ長い商店街が光州にはあって、日本にないようなお店もあり、

やっぱり違う国なのだということも感じました。最終日は早朝の出発のため、夜に韓国の

方々と別れを惜しみました。 

 この七日間と短い期間の中で、行く前とは比べ物にならないほどの情報と新しい考え

方、物事を見る力を確実につけ、目標であった「自分の目で韓国の実態を見る」ことを達

成しました。もしこの研修に参加しなければ、メディアの言うことを鵜呑みにしたまま韓

国の魅力を知ることはなかったと思います。今では韓国が

恋しくなるどころか、本格的に韓国語を習得して、もっと

韓国のことを知るために留学をしたいと考えるようになり

ました。日本のメンバーも、年も学科も違う人達だったか

らこそ沢山の経験の中でいろんな考えを共有して刺激し合

えたと考えています。旅行とはまた違う体験をできて、

「研修」と呼べる有意義な学びがありました。韓国のチュ

ーターさん達とも連絡を取って、韓国語を教えてもらって

います。こうして、日本と韓国のつながりは途絶えず今で

も続いているのだと感じました。 

 今回の韓国・木浦大学校短期研修に参加させていただいて、日本しか知らなかった狭い

視野が一気に広がりました。このような経験ができるこの研修がこれからもずっと続くこ

とを願っています。一緒に韓国へ向かう準備をしてくださった国際交流課の方々と引率の

橋尾先生、サポートしていただいた韓国の方々と参加したメンバーの皆さんに感謝してい

ます。ありがとうございました。 


